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Dupuytren拘縮に対する当科での治療経験


【はじめに】
Dupuytren拘縮の歴史と治療方法並びに、当科で治療した手術例と酵素注射療法例を提示し、臨床成績について報告する。
【対象と方法】
手術群は可及的病的腱膜切除を施行。対象は2005年から2015年までの48例、97指、
酵素注射療群は2016年12月以降に50例、73指に対して行った。
【結果】
手術群ではMeyerding分類grade Ⅰ・Ⅱ・Ⅲの手術成績はTubianaの評価基準でvery good・good 100％・85.7％・90.9％であった。拘縮改善率はMP 91.3％、PIP 79.6％であった。環指・小指PIPの拘縮改善率が最も低かった。
酵素療法群では拘縮改善率はMP 87.1％、PIP 71.9％であった。副作用として、注射部位皮下出血47件(94％)、注射部位腫脹41件(82％)、裂創12件(24％)を認めた。
【考察・結語】
治療成績は諸家の報告と同等であった。PIP関節高度拘縮例に対する手術、神経血管束周辺への注射には工夫を要した。処置後のスプリントの併用と作業療法士による可動域訓練の指導が治療成績に有用と考えられた。
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